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事業区間：都城市梅北町（梅北ＩＣ～金御岳ＩＣ）

延 長：Ｌ＝２.５ｋｍ

幅 員：Ｗ＝７.０(１２.０)ｍ

（追越車線：Ｗ＝１４.０（２０.５）ｍ）



２　事業目的

３　事業効果の発現状況等

　九州縦貫自動車道宮崎線都城ＩＣと志布志港及び東九州自動車道を結ぶ広域交通ネットワークの形成を
図り、経済・防災・医療対策機能の強化を目的とし、南九州圏域の経済発展に寄与する都城志布志道路の
一部を構成する２．５kmを整備したものである。

◯都城IC～志布志港間の所要時間は現在で約48分であり、全線開通後は約38分となる。
　都城志布志道路が未整備だった場合と比較して約30分の時間短縮となる。（図-1、図-2）

◯都城志布志道路の全線開通を見据えて、新たな企業の進出が活発化しており、平成23年以降
　128社の企業進出があり、約3,500人の新規雇用が創出されている。（図-3）

◯本道路の整備による県道飯野松山都城線の交通量が減少したことにより、交通事故件数が
　年平均11件から5.5件に減少。（表-1、表-2）

交通量（梅北IC前後区間）

供用前
（H27センサス）

10,389～10,370台/日

供用後
(R22将来推計)

3,600～ 4,700台/日

▲図-1 都城志布志道路共用区間

▲図-2 所要時間の変化

▲図-3 企業立地件数の推移

▼表-1 供用前後の交通量（飯野松山都城線現道） ▼表-2 供用前後の事故件数（飯野松山都城線現道）



◯特になし。

◯都城志布志道路（梅北IC～金御岳IC）の近隣住民及び事業所を対象に
　道路整備に関するアンケート調査を行った。

■道路の管理状況について
都城志布志道路の管理状況は「適切」、「やや適切」との
意見が約８割であった。
＜主な回答＞
・きれいに手入れされていると思う。
・特に不都合を感じていない。

■道路整備による利便性について
通行の利便性が「良くなった」、「やや良くなった」との
意見が９割以上であった。
＜主な回答＞
・短時間で目的場所へ行けるようになった。
・串間、志布志への観光が行き易くなった。
・レジャー、買物等に便利

■改善点について
「改善点がない」との意見が６割以上であった。
＜主な回答＞
・片側２車線区間を増やしてほしい。

７　改善措置の必要性

◯道路整備により走行性の不安が解消されており、改善措置の必要性はない。

８　同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の必要性

◯効果発現状況や地元の声から、安全で円滑な交通が確保され、所定の効果を発現しており、
　更なる事後評価の必要性はない。

■道路整備の必要性について
道路整備が「必要であった」、「どちらかと言えば必要で
あった」との意見が８割以上であった。
＜主な回答＞
・街中を通ることなく通勤時間が短くなった。
・志布志と都城の間を結ぶことで物流に良い効力がある為。
・県道の交通量が減り静かになり、車も運転しやすくなった。

４　事業による環境の変化や環境の保全

○本整備は、盛土・切土の土工区間が大部分を占めるが、法面には植生を行い、環境保全に
　配慮している。

５　施設の維持管理状況

◯都城志布志道路は毎日、道路巡視を実施。
○また、橋梁などの構造物は、５年に１度定期点検を実施。

６　今後の事後評価の必要性




